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基金残高◦町債残高の推移

	 まちの予算
平成31年度　予算総額は142億5266万円

一般会計は　78億9669万円

使いみちごとの予算額
人 件 費 17億4190万円
物 件 費 10億9330万円
維 持 補 修 費 41万円
扶 助 費 11億5267万円
補 助 費 等 24億6902万円
公 債 費 6億3501万円
積 立 金 3994万円
投 資 お よ び 出 資 金 2080万円
貸 付 金 200万円
繰 出 金 4億7337万円
予 備 費 2000万円
普 通 建 設 事 業 費 2億4697万円
災 害 復 旧 事 業 費 130万円

合　　　計 78億9669万円

地方譲与税 6800万円
ゴルフ場利用税交付金 4700万円
財産収入 4157万円
繰越金 2000万円
配当割交付金 1268万円
株式等譲渡所得割交付金 1150万円
自動車取得税交付金 1072万円
地方特例交付金 980万円
環境性能割交付金 771万円
寄附金 700万円
利子割交付金 430万円
交通安全対策特別交付金 230万円

歳入
70億
600万円

町税
18億2957万円

地方消費税交付金　
3億1200万円

分担金
及び負担金　
9731万円

使用料
及び手数料　
1億5586万円

その他　2億4258万円

県支出金　
5億3888万円

歳入
78億

9669万円

国庫支出金　
7億3815万円 地方交付税

26億8000万円
地方交付税

26億8000万円

繰入金　
9億1028万円

諸収入
1億826万円

地方債　
2億8380万円

歳出
70億
600万円

総務費
10億3060万円

民生費　
24億8530万円
民生費　

24億8530万円

農林水産業費　
1億2587万円

商工費　
2393万円

教育費
7億3185万円

災害復旧費　
130万円

予備費　
2000万円

議会費　9240万円

土木費　
5億1274万円

衛生費
16億5482万円

衛生費
16億5482万円

歳出
78億

9669万円

消防費
5億8287万円
消防費

5億8287万円

公債費
6億3501万円
公債費

6億3501万円
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各会計予算額の全会計予算総額に占める割合

８
万
円
な
ど
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に

よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。
一

般
会
計
に
か
か
る
地
方
債
の
現
在
高
は
、

平
成
31
年
度
末
に
は
前
年
度
末
よ
り

３
億
70
万
円
減
額
の
63
億
７
３
７
５
万

円
と
な
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
基
金
の

現
在
高
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
末

は
前
年
度
よ
り
８
億
６
８
９
２
万
円
減

額
の
26
億
６
４
５
１
万
円
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　　

以
上
の
と
お
り
の
予
算
編
成
と
な
り

ま
し
た
が
、
執
行
し
て
い
く
中
で
可
能

な
限
り
経
費
支
出
の
削
減
を
行
い
、
業

務
の
簡
素
化
・
効
率
化
に
努
め
、
よ
り

一
層
の
財
政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
や
地

方
債
の
発
行
額
を
減
少
す
る
た
め
、
年

度
中
の
歳
出
の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、

積
極
的
に
補
助
金
・
助
成
金
の
獲
得
に

努
め
ま
す
。　
　
　
　
　

　

国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

６
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
が
44
億
４
７ 

８
１
万
円
、
水
道
事
業
会
計
予
算
額
は

７
億
９
２
０
１
万
円
、
下
水
道
事
業
会

計
予
算
額
は
11
億
１
６
１
５
万
円
と
な

り
、
一
般
会
計
を
含
む
す
べ
て
の
予
算

の
合
計
額
は
１
４
２
億
５
２
６
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

町
全
体
の
予
算
額

円
増
額
の
７
億
３
８
１
５
万
円
で
、
こ

れ
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
、

参
議
院
議
員
選
挙
費
、
道
路
防
災
対
策

事
業
等
の
財
源
の
増
加
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

町
債
は
、
西
部
１
１
９
号
線
整
備
事

業
や
水
道
会
計
出
資
金
に
伴
う
町
債
、

臨
時
財
政
対
策
債
等
を
借
り
入
れ
る
見

込
み
で
す
が
、
３
億
４
９
５
０
万
円
減

額
の
２
億
８
３
８
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

歳
出
に
つ
い
て

　

補
助
費
等
は
前
年
比
１
億
４
０
５
８ 

万
円
の
増
額
で
、
こ
れ
は
、
奈
良
県
広

域
消
防
組
合
の
負
担
金
、
病
院
事
業
清

算
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
の
増
額
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
前
年
比

１
億
８
６
８
５
万
円
減
額
の
２
億
４
６ 

９
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

道
路
防
災
対
策
事
業
、
農
業
施
設
防
災

対
策
事
業
、
西
部
１
１
９
号
線
整
備
事

業
、
ご
み
処
理
施
設
周
辺
地
区
整
備
事

業
な
ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

投
資
お
よ
び
出
資
金
は
、
水
道
事
業

に
か
か
る
出
資
金
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
１
億
８
０
４
１
万
円
減
額
の
２
０ 

８
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
歳
出
総
額
が
前
年
比

３
億
９
２
３
１
万
円
減
額
の
78
億
９
６ 

６
９
万
円
と
な
り
、
歳
入
不
足
分
に
つ

い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
５
億
８
８
６

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
早
期

脱
却
を
め
ざ
し
、
新
た
に
策
定
し
た
大

淀
町
財
政
計
画
に
基
づ
い
て
歳
出
面
の

縮
減
を
行
い
な
が
ら
、
第
４
次
大
淀
町

総
合
計
画
前
期
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
来
た
い
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た

い
ま
ち
大
淀
町
」
の
実
現
に
取
り
組
む

た
め
の
第
一
歩
と
な
る
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
町
議
会
第

１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
修
正
動
議
が

提
出
さ
れ
、
修
正
案
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
前

年
度
に
比
べ
３
億
９
２
３
１
万
円
減
額

の
78
億
９
６
６
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
全
体
で
前
年

比
２
４
９
４
万
円
減
額
の
18
億
２
９
５

７
万
円
の
計
上
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
が
増
加
す

る
一
方
で
、個
人
住
民
税
、法
人
住
民
税
、

固
定
資
産
税
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
26
億
８
０
０
０
万
円

で
、
こ
れ
は
普
通
地
方
交
付
税
が
前
年

比
７
０
０
０
万
円
の
増
額
、
特
別
地
方

交
付
税
が
前
年
比
１
億
１
０
０
０
万
円

の
増
額
を
見
込
む
も
の
で
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、前
年
比
１
９
３
２
万

一
般
会
計
予
算
の
概
要

水道事業会計

下水道事業会計

収　　入 支　　出

収益的 ５億1887万円 ５億447万円

資本的 １億1739万円 ２億8754万円

収　　入 支　　出

収益的 ６億386万円 ６億912万円

資本的 ３億480万円 ５億703万円

下水道事業会計　
11億1615万円

水道事業会計　
7億9201万円

住宅改修資金等
貸付金特別会計　
630万円

公園墓地事業
特別会計　
418万円

後期高齢者
医療特別会計　
2億2219万円

一般会計
78億9669万円国民健康保険

事業特別会計
19億2655万円

全会計
142億
5266万円

全会計
142億
5266万円

介護保険事業
特別会計

19億8827万円病院事業清算
特別会計
3億32万円
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投
票
日
の
当
日
に
、
次
の
事
由
に
該
当

す
る
見
込
み
で
あ
る
人
は
、
期
日
前
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦ 

職
務
や
業
務
ま
た
は
冠
婚
葬
祭
等
の
用

務
に
従
事
す
る
人（
区
域
は
問
い
ま
せ

ん
。）

◦ 

用
務
や
事
故
の
た
め
投
票
区
の
区
域
外

に
旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る
人

◦ 

病
気
や
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行
が
困

難
で
あ
る
人

◦ 

天
災
ま
た
は
悪
天
候
の
た
め
、
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
人

日　

時

　

 

４
月
17
日（
水
）～
４
月
20
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

場　

所

　

町
役
場　

１
階
町
民
ホ
ー
ル　

　

指
定
病
院
等
に
入
院
中
な
ど
の
人
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
病

院
等
に
早
め
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
遠

方
に
滞
在
し
て
い
る
人
が
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
早

め
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※ 　

期
日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
告
示
日
の

翌
日
か
ら
で
す
。

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

　

次
の
対
象
者
は
、
自
宅
等
か
ら
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に

不
在
者
投
票
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

 

対
象
者

　

 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま

た
は
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
の
人
で
、
障
が
い
の
程
度
ま
た
は
、

要
介
護
状
態
区
分
が
一
定
の
基
準
に
該

当
す
る
人

※ 　

右
記
の
対
象
者
で
、
自
書
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
選

挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出
た
代
理
人
が

投
票
用
紙
を
記
載
で
き
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　

投
票
当
日
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
投
票
所
で

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
庭
に
郵
送
さ

れ
る
投
票
所
入
場
券（
４
月
16
日（
火
）発

送
予
定
）を
確
認
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
入
場
券
が
届
い
て
い
な

い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
選
挙
権
が
あ
る
人
は
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票

投

票

所

４月21日（日）は
大淀町議会議員選挙の投票日

　

任
期
満
了
に
よ
る
大
淀
町
議
会
議

員
選
挙（
定
数
12
人
）は
、
４
月
16
日

（
火
）の
告
示
日
に
お
い
て
立
候
補
の

届
出
が
13
人
以
上
あ
っ
た
場
合
に
、

投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
選
挙
期
日
の
告
示
日

　

平
成
31
年
４
月
16
日（
火
）

選
挙
期
日

　

平
成
31
年
４
月
21
日（
日
）

投
票
で
き
る
人

①
住　

所

　
 

平
成
31
年
４
月
15
日
現
在
で
、
３

か
月
以
上
引
き
続
い
て
大
淀
町
に

住
所
を
有
す
る
人
。（
平
成
31
年
１

月
15
日
以
前（
15
日
を
含
む
）か
ら

大
淀
町
に
住
所
を
有
す
る
人
。）

②
年　

齢

　

 

平
成
31
年
４
月
21
日
現
在
で
、
年

齢
が
満
18
歳
以
上
に
達
す
る
人
。

（
平
成
13
年
４
月
22
日
以
前（
22
日

を
含
む
）に
生
ま
れ
た
人
。）

③
そ
の
他

ア　

日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

イ　

 

大
淀
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

ウ　

 

欠
格
事
由（
失
権
者
）に
該
当
し

な
い
こ
と

※ 　

①
か
ら
③
の
要
件
を
備
え
て
い

て
も
、
本
年
４
月
21
日（
日
）ま
で

に
大
淀
町
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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期日前投票は…
[ 日程 ]
　４月17日（水）～４月20日（土）
[ 時間 ] 午前８時30分～午後８時
[ 場所 ] 町役場１階町民ホール

投票日時

４月21日（日）
 午前７時～午後８時

※　あなたの投票区・投票場所を今一度お確かめください。

投票区 投票場所 該当地区

第18 町公民館芦原分館 芦原

第19 下渕会館 (下渕公民館 )
１階会議室

新町、岡崎、
西町一・二丁目

第20 町立西町五丁目
コミュニティセンター

西町
三～五丁目

第21 町公民館車坂分館

西町六丁目、
香梨台、車坂町、
高見台、
つつじヶ丘、
美吉野園

第22 町桜ヶ丘老人憩の家 北町一～三丁目

第23 町公民館北町学園前分館 北町学園前

第24 町岩壺老人憩の家 岩壺、鉾立

第25 町公民館大岩分館 大岩

第26 町公民館今木分館 今木

第27 町立薬水
コミュニティセンター 薬水

第28 町佐名伝公民館
佐名伝、
大阿太グリーン
ポリス

第29 町公民館花吉野
ガーデンヒルズ分館

花吉野ガーデン
ヒルズ

投 票 所 一 覧

選挙に関する問い合わせ
町選挙管理委員会事務局（町役場 総務課内）

☎ 0747 − 52 − 5501（内線 203）

投票区 投票場所 該当地区

第１ ましが丘ふれあい交流館 中増

第２ 町西増老人憩の家 西増

第３ 町立増口
コミュニティセンター 増口、出口

第４ 町立旭ヶ丘総合センター 比曽

第５ 町上比曽老人憩の家 上比曽

第６ 町公民館北六田分館 北六田

第７ 町立大淀希望ヶ丘小学校
多目的ホール 北野

第８ 町新野地区公民館 新野

第９ 町公民館馬佐分館 馬佐

第10 町公民館越部分館 口越部

第11 町中越部老人憩の家 中越部、奥越部

第12 町公民館南大和分館 南大和

第13 町土田地区公民館 土田

第14 町口桧垣本地区公民館 口桧垣本

第15 町役場１階町民ホール 上桧垣本

第16 町公民館吉野平分館 吉野平

第17 町立金吾町北郷
コミュニティセンター

金吾町、畑屋、
持尾、矢走

大淀町議会議員選挙
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議
会
だ
よ
り　

平
成
31
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会

　
　
　

　

平
成
31
年
町
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月

４
日（
月
）か
ら
３
月
19
日（
火
）ま
で
開
か
れ
、

次
の
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
専
決
処
分
の
報
告
】

■ 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
大
淀
町
の
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
及
び
教
育

長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
承
認
）

【
条
例
の
一
部
改
正
】

■ 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■ 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■ 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
否
決
）

■ 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■ 

大
淀
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■ 

大
淀
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
可
決
）

■  

大
淀
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置

基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例（
可
決
）

【
平
成
30
年
度
予
算
の
補
正
】

※ 　

下
記
議
案
名
は
「
平
成
30
年
度
大
淀
町
」

を
省
略
し
て
い
ま
す
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）（
可
決
）

■ 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
可
決
）

■ 

公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）（
可
決
）

■ 

病
院
事
業
清
算
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）（
可
決
）

■ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
可
決
）

■ 

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
可
決
）

【
平
成
31
年
度
当
初
予
算
】

※ 　

下
記
議
案
名
は
「
平
成
31
年
度
大
淀
町
」

を
省
略
し
て
い
ま
す
。

■ 

一
般
会
計
予
算（
修
正
可
決
）

■ 

住
宅
改
修
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

（
可
決
）

■ 
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算（
可
決
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算（
可
決
）

■
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算（
可
決
）

■ 

公
園
墓
地
事
業
特
別
会
計
予
算（
可
決
）

■
病
院
事
業
清
算
特
別
会
計
予
算（
可
決
）

■ 

水
道
事
業
会
計
予
算（
修
正
可
決
）

■
下
水
道
事
業
会
計
予
算（
可
決
）

【
そ
の
他
】

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
大
淀
町
立

大
淀
桜
ヶ
丘
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

（
可
決
）

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
大
淀
町
立

大
淀
緑
ヶ
丘
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

（
可
決
）

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
大
淀
町
立

大
淀
希
望
ヶ
丘
小
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）

（
可
決
）

■ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
大
淀
町
立

大
淀
中
学
校
空
調
設
備
設
置
工
事
）（
可
決
）

■ 

大
淀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

の
選
任
に
つ
い
て（
同
意
）

　

未
就
学
児（
小
学
校
入
学
前
の
子
ど

も
）の
医
療
費
助
成
制
度
が
変
わ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
病
院
等
を
受
診
し
た
場

合
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
保
険
の
自
己

負
担
分
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
日
、

役
場
か
ら
助
成
金
を
振
り
込
む
制
度（
償

還
払
方
式
）で
し
た
。
２
０
１
９
年
８
月

受
診
分
か
ら
は
、
県
内
の
病
院
等
に
限

り
、
福
祉
医
療
一
部
負
担
金
の
み
の
支
払

で
受
診
で
き
る
制
度（
現
物
給
付
方
式
）

を
導
入
し
ま
す
。

制度の対象者現
物
給
付
対
象
者
の

　
　

福
祉
医
療
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

　

１
か
月
１
医
療
機
関（
医
科
・
歯
科
別
）

に
つ
き
、
通
院
ま
た
は
13
日
以
下
の
入
院

で
あ
れ
ば
５
０
０
円
、
14
日
以
上
の
入
院

で
あ
れ
ば
１
０
０
０
円
で
す
。
県
内
の
病

院
等
を
受
診
の
際
に
は
、
窓
口
で
「
現
物

給
付
の
受
給
資
格
証
」
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
受
給
資
格
証
の
交
付
に
関

し
て
は
、
改
め
て
対
象
者
へ
の
通
知
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 　

県
外
の
病
院
等
の
受
診
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
町
役
場
保
険
医

療
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 　

未
就
学
児
以
外
の
福
祉
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
現
行
制
度
の
ま
ま
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

 

町
役
場 

保
険
医
療
課（
内
線
１
２
９
）

問

 

福
祉
医
療
費
助
成
の
制
度
変
更

医療保険 福祉医療
助成対象

一部
負担金

保険給付（８割） 自己負担（２割）

これまでの窓口支払額

2019 年８月からの
窓口支払額

医療費総額

窓口負担

助成制度 医療費助成対象者 現物給付方式
導入範囲

子ども
医療費助成 ０歳～中学生

左記対象者の
うち未就学児

心身障害者
医療費助成

身体障害者手帳１～３級
または

療養手帳 A１・Ａ２所持者

ひとり親
家庭等

医療費助成

◦ひとり親家庭の親等
◦ 18歳に達する日以降

の最初の３月31日ま
での間にある児童
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そ
の
他
、
所
得
証
明
書
な
ど
の
交

付
を
必
要
と
す
る
人

公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人 

障
害
基
礎
年
金
受
給
者

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を

す
る
人
お
よ
び
配
偶
者
・
世
帯
主

介
護
保
険
被
保
険
者（
65
歳
以
上

の
人
）お
よ
び
同
一
世
帯
全
員

福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
各
種
助
成
を
受

け
る
人

保
育
所（
園
）を
利
用
す
る
児
童

の
保
護
者

児
童
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
の

認
定
を
受
け
る
人 

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
受
給
者

お
よ
び
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
お
よ
び
同
一
世
帯
全
員

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
お
よ
び
世
帯
主

主
な
制
度
と
申
告
が
必
要
な
人

税務課
人権
施策

推進室
人権住民課 長寿

介護課 福祉課 保険医療課
担
当
課

※ 　各制度については、担当課にお問い合わせください。

日時　　　場所　　　問い合わせ　　　申し込み問所日 申

　

次
の
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
ま
た

は
世
帯
は
、
平
成
30
年
中
に
所
得（
収
入
）

が
な
か
っ
た
場
合
や
少
な
い
場
合
で
も

町
へ
の
申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合

　

所
得（
収
入
）の
確
認
が
で
き
な
い（
申

告
の
な
い
）人
ま
た
は
世
帯
は
、
そ
れ
ぞ

 
町
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

固
定
資
産
税
の
納
期（
全
期
・
第
１
期
）

軽
自
動
車
税
の
納
期

れ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
町
県
民
税
申
告
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
所
得
者
の
確
定
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０ 

万
円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人
は
確
定
申

告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
提

出
で
き
ま
す
。

　

還
付
さ
れ
る
所
得
税
が
な
い
人
で
、
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
町

県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
人
で
町
県
民
税
の
申
告
を
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
人
は
、
町
県
民
税
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

町
役
場 
税
務
課（
内
線
１
１
１
）

　

平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
の
全
期
・

第
１
期
分
の
納
期
は
、
５
月
７
日（
火
）ま

で
で
す
。
納
税
通
知
書
が
４
月
15
日
ご
ろ

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

 

町
役
場 

税
務
課（
内
線
１
１
３
）

　

平
成
31
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
税
通

知
書
は
４
月
25
日
ご
ろ
に
発
送
す
る
予

定
で
す
。
４
月
中
に
納
税
通
知
書
が
届
か

な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

問

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

い
。
納
期
限
は
、
５
月
15
日（
水
）で
す
。

　

口
座
振
替
を
申
し
込
み
し
て
い
る
人

は
、
納
期
限
の
５
月
15
日（
水
）に
振
替
し

ま
す
。
納
税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）は
振

替
確
認
後
、
送
付
し
ま
す
。
そ
の
間
に
納

税
証
明
書（
継
続
検
査
用
）が
必
要
な
場

合
は
、
車
検
証
と
引
き
落
と
し
が
確
認
で

き
る
預
金
通
帳（
写
し
可
）等
を
持
参
し

て
、
町
役
場
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

 

町
役
場 

税
務
課（
内
線
１
１
４
）

　

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
な
い
も
の
、
納

期
限
を
過
ぎ
た
も
の
、
金
額
を
訂
正
し
た

も
の
、 

汚
れ
な
ど
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
れ
な
い
も
の
は
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
。

※ 　

納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場

合
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

　

 

町
役
場 

税
務
課（
内
線
１
１
３
・
１
１
４
）

　

相
続
税
、
贈
与
税
や
所
得
税
等
お
悩
み

の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
近
畿
税
理
士

会
吉
野
支
部
の
税
理
士
に
よ
る
無
料
税

務
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の

で
、
４
月
９
日（
火
）の
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　

 

４
月
11
日（
木
）  

　
　
　
　

問日

　

 

午
後
１
時
～
午
後
４
時
の
間

　

 

１
人
あ
た
り
30
分
程
度（
先
着
４
人
） 

　

 

町
役
場　

３
階
３
０
２
会
議
室

　

 

町
役
場 

税
務
課（
内
線
１
１
０
）

会
社
を
退
職
し
た
人
は
…

　

60
歳
未
満
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金

等
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
人
は
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
扶
養
し
て
い
る
60
歳
未
満
の
配
偶

者
が
い
れ
ば
、
同
じ
く
種
別
変
更
の
届
出

も
必
要
で
す
。
手
続
き
に
は
、年
金
手
帳
、

退
職
日
が
わ
か
る
証
明
書
、
印
鑑
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
方
法
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
割
引
の

あ
る
お
得
な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
困
難
な
場
合
に
は
、
所
得
に
よ
る
審

査
の
う
え
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
減
額

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

◦
大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５-

22-

３
５
３
１

　

◦
町
役
場 

人
権
住
民
課

　
　
（
内
線
１
２
３
）

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
・
保
険
料

納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

問 問所

問

問
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
下
記
の

日
時
と
場
所
で
実
施
し
ま
す
。

集
合
予
防
注
射
料
金 

３
２
０
０
円 

　

　

 （
注
射
手
数
料 

２
６
５
０
円
＋
注
射
済

票
交
付
手
数
料 

５
５
０
円
）

※　

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力

　

お
願
い
し
ま
す
。

 

注　

意 
 

 

◦ 

集
合
注
射
会
場
に
は
、
犬
を
十
分
に
制

御
で
き
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

◦  

首
輪
、
く
さ
り
等
は
確
実
で
安
全
な
も

の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◦  

咬こ
う
し
ょ
う傷
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、
口

輪
を
は
め
る
等
の
適
切
な
処
置
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◦  

飼
い
犬
の
健
康
状
態
に
不
安
の
あ
る

人
は
、
注
射
前
に
必
ず
獣
医
師
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※ 　

こ
の
集
合
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病

院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、

必
ず
通
知
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
動
物
病
院
で
は
集
合
注

射
料
金
と
、
注
射
料
金
が
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※ 　

新
規
登
録（
未
登
録
）
は
、
別
途

３
０
０
０
円（
新
規
登
録
手
数
料
）が

必
要
で
す
。

　

 

町
役
場 

環
境
整
備
課（
内
線
１
３
６
） 

な
っ
て
解
決
す
る
た
め
の
事
業

事
業
区
分

①
先
進
モ
デ
ル
事
業

　

 

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
計
画
を

持
ち
、
財
源
確
保
の
工
夫
が
う
か
が
え

る
な
ど
、
継
続
可
能
性
が
高
い
事
業

や
、
他
の
団
体
へ
の
模
範
性
な
ど
の
点

に
お
い
て
優
れ
て
い
る
事
業

②
一
般
事
業

　

先
進
モ
デ
ル
事
業
以
外
の
事
業

助
成
金
の
額

① 

先
進
モ
デ
ル
事
業

　
 

助
成
対
象
と
な
る
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
上
限
を
20
万
円
と
し
て
助
成

②
一
般
事
業

　

 

助
成
対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
上
限
を
10
万
円
と
し
て
助
成

※ 　

予
算
の
範
囲
内
で
の
助
成
と
な
り

ま
す
。

申
請
方
法
等

　

必
要
書
類
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
審
査

を
行
っ
た
後
に
助
成
を
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
先
進
モ
デ
ル
事
業
の
申
請
者
に
は
、

書
類
提
出
に
加
え
て
事
業
内
容
の
説
明

を
行
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
役
場

企
画
政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
受
付
期
間

　

４
月
８
日（
月
）～
５
月
10
日（
金
）　

　
　

 

町
役
場 

企
画
政
策
課（
内
線
２
２
２
）

問
申

　

町
で
は
、
地
域
づ
く
り
活
動
や
、
地
域

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
対
し

て
、
活
動
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

　
「
活
動
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
い
」「
新

た
な
活
動
を
始
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
る

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ

こ
の
助
成
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
助
成
対
象
団
体

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体

◦ 

町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
務
所
機
能

を
有
す
る
こ
と

◦ 

団
体
の
活
動
範
囲
に
大
淀
町
が
含
ま

れ
る
こ
と

◦ 

10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
複
数
の
町
民

を
含
む
こ
と

◦ 

規
約
・
会
則
等
で
運
営
方
針
が
決
ま
っ

て
お
り
、
会
員
の
資
格
の
得
喪
に
関
し

て
、
不
当
な
条
件
を
付
し
て
い
な
い
こ

と
◦ 

宗
教
的
・
政
治
的
お
よ
び
反
社
会
的
活

動
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

助
成
対
象
事
業

① 

郷
土
文
化
の
保
存
、
伝
承
、
学
術
的
な

調
査
、
研
究
お
よ
び
本
町
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
活
動
・
事

業
等

② 

子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

③
地
域
づ
く
り
の
推
進
事
業

④ 

地
域
の
課
題
を
地
域
住
民
が
主
と

 
大
淀
町
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

助
成
制
度

 

飼
い
犬
の
狂
犬
病
集
団
予
防
注
射
を
実
施

問   

日　程 時　間 場　　所

５月14日
（火）

9:30～9:50 中増老人憩の家
10:00～10:10 西増老人憩の家
10:20～10:30 増口コミュニティセンター
10:40～10:50 旭ヶ丘総合センター
11:00～11:10 上比曽老人憩の家
11:20～11:45 北野東公民館
13:30～13:50 北野区駐車場 ( 肉の八宝前）
14:00～14:20 北野西公民館

14:30～14:50 北六田 JA 葬祭センター
倉庫前

５月15日
（水）

9:20～9:30 新野公民館
9:40～10:00 馬佐公民館
10:10～10:30 口越部老人憩の家
10:40～11:10 南大和（桜公園前）
13:30～13:50 南大和公民館　南大和分館
14:00～14:10 金吾町（小金吾碑前）
14:20～14:40 吉野平公民館

日　程 時　間 場　　所

５月16日
（木）

9:20～9:50 町公民館花吉野ガーデン
ヒルズ分館

10:00～10:30 薬水コミュニティセンター
10:40～11:00 今木公民館
11:10～11:20 岩壺大日寺下付近
11:30～11:40 車坂（美吉野台入口）
13:30～14:00 西六公民館
14:10～14:40 佐名伝公民館

５月17日
（金）

9:20～9:50 下渕（南都食糧前）
10:00～10:20 北町三丁目集会所
10:30～10:40 学園前集会所
10:50～11:10 下渕商工会館
11:20～11:40 役場消防車庫前
13:30～14:00 大淀町中央公民館
14:10～14:40 大淀消防署前
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　２月中に次のみなさまから寄附をいただ
きました。

林　秀彦　様　 　　　　100,000円
　 他３名様

　みなさまの熱い想いを実現できるよう
に、大切に活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたします。

大淀町ふるさと応援寄附金善意銀行だより

　

　今回、次のみなさま方から善意が寄
せられました。

□亡妻供養のため 100,000 円
　丸岡　英和　様
□社会福祉のため 1,378 円
　奈良ベンダー株式会社　様

 ありがとうございました。
 有意義に使わせていただきます。
　　　　　　　 町社会福祉協議会

対
象
工
事

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

◦
町
内
業
者
が
行
う

◦
居
住
部
分
で
あ
る

◦ 

対
象
工
事
に
か
か
る
費
用
が
30
万
円

以
上
で
あ
る

◦
申
請
時
未
着
手
で
あ
る

◦ 

平
成
32
年
３
月
25
日（
水
）ま
で
に
完

了
報
告
が
で
き
る

◦ 

町
の
他
の
補
助
・
助
成
を
受
け
な
い

助
成
額

　

対
象
工
事
費
の
15
％（
上
限
10
万
円
）

を
町
内
で
買
い
物
が
で
き
る
「
よ
ど
り

ち
ゃ
ん
商
品
券
」
で
助
成
し
ま
す
。

※ 　

そ
の
工
事
に
町
内
で
生
産
ま
た
は

製
材
さ
れ
町
内
製
材
業
者
か
ら
購
入

し
た
木
材
を
利
用
し
た
場
合
は
、
購
入

費
の
30
％（
上
限
10
万
円
）を
加
算
し

ま
す
。

注
意
点

◦ 

よ
ど
り
ち
ゃ
ん
商
品
券
は
、
５
月
７
日

（
火
）以
降
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。

◦ 

申
請
に
必
要
な
書
類
や
対
象
工
事
の

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
町
役
場
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

◦ 

申
請
用
紙
は
、
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
、
町
商
工
会
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

 

町
役
場 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

 

（
内
線
１
６
３
）

問

　

ま
ち
の
経
済
活
性
化
や
定
住
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
業
者
を
利
用

し
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
さ
れ
た

人
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
町
内
で
買
い

物
が
で
き
る
「
よ
ど
り
ち
ゃ
ん
商
品
券
」

で
助
成
す
る
事
業
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

受
付
期
間

　

平
成
32
年
２
月
28
日（
金
）ま
で

※ 　

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合

は
、
期
間
内
で
あ
っ
て
も
受
付
を
終
了

し
ま
す
。（
先
着
順
）

対
象
者 

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

◦ 

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
ま
た
は
工
事

完
了
後
に
住
民
登
録
が
で
き
る

◦
町
税
に
滞
納
が
な
い

◦ 

こ
れ
ま
で
に
こ
の
助
成
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

対
象
住
宅

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
こ
と

◦ 

対
象
者
が
町
内
に
所
有
し
て
い
る

◦ 

対
象
者
が
現
に
居
住
し
て
い
る
、
ま
た

は
新
た
に
居
住
後
５
年
間
の
居
住
を

約
束
で
き
る

◦
居
住
用
の
個
人
住
宅
で
あ
る

◦
新
築
後
１
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

 
平
成
31
年
度

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
助
成
事
業

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
中
の
総
合
事
業
に
、
緩
和
型
通
所

介
護
事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

総
合
事
業
と
は
各
市
町
村
が
中
心
と

な
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
等

に
対
す
る
効
率
的
な
支
援
を
め
ざ
す
も

の
で
す
。

緩
和
型
通
所
介
護
に
つ
い
て

　

介
護
事
業
所
へ
通
所
で
受
け
る
サ
ー

ビ
ス（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）で
は
、
こ
れ
ま
で

は
半
日
の
利
用
で
あ
っ
て
も
、
１
日
の
利

用
と
同
じ
単
価
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
に
半
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
設

定
を
設
け
る
サ
ー
ビ
ス（
緩
和
型
）を
追

加
し
ま
し
た
。

介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス（
緩
和
型
）

◦
要
支
援
１
・
事
業
対
象
者

　
【
変
更
前
】　

１
日　

３
７
８
単
位

　
【
変
更
後
】　

１
日　

３
７
８
単
位

　
　
　
　
　
　

半
日　

２
８
５
単
位

◦
要
支
援
２
・
事
業
対
象
者

　
【
変
更
前
】　

１
日　

３
８
９
単
位

　
【
変
更
後
】　

１
日　

３
８
９
単
位

　
　
　
　
　
　

半
日　

２
９
２
単
位

※　

１
単
位
あ
た
り
の
単
価 

10
円

 　

利
用
料
等
に
つ
い
て
は
、直
接
事
業
所
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

 

町
役
場 

長
寿
介
護
課（
内
線
１
３
３
）

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
追
加

問

日時　　　場所　　　問い合わせ　　　申し込み問所日 申
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TOWN NEWS
ま ち の 話 題

　国際協力機構（JICA）のシニア海外ボランティアとして、１
年間カンボジアへ派遣されていた山野彰嗣さん（花吉野ガーデ
ンヒルズ）が帰国し、２月 25 日（月）、町長を表敬訪問されま
した。山野さんはカンボジア国立技能専門学校の講師として、
溶接技術の指導に従事されました。
　今回で３度目の派遣となった山野さんは、「カンボジアに来
た以上は、自分の知識をしっかりと伝えたいという思いでし
た。今回、技術伝承だけではなく、汗を流して共に取り組む
過程で絆が深まったように感じました。」と話されました。
　岡下町長は、「長い間、本当にお疲れ様でした。国を越え、
お役に立たれていることを大変誇らしく、喜ばしく思ってい
ます。」と労いの言葉をかけました。

カンボジアから帰国　JICA シニア海外ボランティア

帰国された山野さん

　３月８日（金）、廃棄物収集運搬処理会社・南部環境開発株
式会社（田原本町）で代表取締役を務める北川秀修さん（下渕）
が町役場を訪れ、会社名義で大淀町に 500 万円の寄附をされ
ました。
　北川さんは、「生まれ育った大淀町に少しでも貢献できれば
という思いで寄附をさせていただきました。高齢化も進んで
きているので、地域福祉に役立てていただきたい、そして活
気のあるまちになればという期待と願いを込めて贈らせてい
ただきます。」と話されました。
　岡下町長は、「今回だけではなく、以前から高額の寄附をし
ていただき大変ありがたいです。福祉施策に有意義に使わせ
ていただきます。」と感謝の意を伝えました。

地域福祉の推進のために　ふるさと応援寄附

北川さんから岡下町長に寄附金が
手渡されました

　２月 23 日（土）、町文化会館で家庭教育学級研修会が開催
され、町で活動する家庭教育学級生と家庭教育に関心を持つ
みなさんが参加しました。この研修会は、家庭教育の推進と
保護者同士のつながりを深めることを目的に、毎年行われて
います。
　当日は、奈良県教育振興会から松原成和さんを講師に招き

「子育て 人育て ～人・こと・ものとの出会いのなかで～」を
テーマに講演が行われました。講演で松原さんは、家庭教育
は日常的に行われるもので、子ども自身の思いを尊重するこ
とが大事であると話されました。また、子どもの自尊感情を
高める関わりについても語られ、参加者は話に関心を寄せて
いました。

学び、考える、これからの家庭教育　家庭教育学級研修会

研修会の様子

　２月 28 日（木）、町立大淀希望ヶ丘小学校体育館で奈良県に
本拠地を構えるプロバレーボール（Ｖリーグ）チームの奈良ド
リーマーズの選手のみなさんを講師に迎え、子どもバレーボー
ル体験教室が開催されました。
　この教室は、スポーツを通じて体力づくりや仲間づくりを
図り、バレーボールの魅力を体験することを目的に、４年生
の児童を対象に実施されました。児童たちは、トスやレシーブ、
サーブなどバレーボールの基本動作を楽しく学びました。ま
た、休憩時間には、講師がアタックやスパイクを披露し、目
の前で見るプロの技の迫力に児童たちは夢中になっていまし
た。

プロの選手から技を教わる　子どもバレーボール体験教室

プロに教わる児童たち

10



　３月 13 日（水）、町立大淀中学校３年生の有志が卒業を前に、
清掃活動を行いました。この活動は、地域社会への感謝の気
持ちを込めて、代々の卒業生から引き継がれています。清掃
の後には、岡下町長に花束とこの町への感謝の言葉が贈られ
ました。
　この日清掃活動に参加した横矢翔大さんは、「ごみは減って
きていると聞いていたけれど、拾ってみるとたくさんあって
驚きました。ポイ捨てはせず、気づいたらしっかり拾って、
きれいな町をめざしたいです。」と話されました。木村彩奈さ
んは、「この活動を通して、町がきれいになって、この町に住
むみんなが気持ちよく通学や通勤ができたいいなという思い
で、清掃に取り組みました。」と話してくれました。

地域に感謝の思いを込めて　大淀中学校卒業生清掃奉仕

町の部で３位！総合 10 位　市町村対抗子ども駅伝大会

　第 14 回市町村対抗子ども駅伝大会が、３月９日（土）に橿原
運動公園で開催され、町代表チームとして 10 人の選手が出場
しました。
　この大会は、子どもの健全育成を図るとともにスポーツ全
般に必要な基礎体力や連帯感を養い、子ども同士の繋がりを
深めることを目的に開催されるものです。県内の市町村から
37 チーム、タイムトライアルレースに男子 31 チーム 60 人、
女子 31 チーム 54 人が参加しました。
　大会当日は好天の中、駅伝の部８区間 14.2km のコースを
チーム大淀は 51 分 47 秒で完走し、町の部で３位の成績を収
めました。また、タイムトライアルレースに参加した選手も、
元気いっぱい走り切りました。

【出場選手】（敬称略）
出場した選手のみなさん

　志賀　陽斗（希望ヶ丘小学校６年）　　岡田　紗奈（桜 ヶ 丘小学校６年）
　西川蒼一郎（希望ヶ丘小学校６年）　　坂口　可奈（緑 ヶ 丘小学校６年）
　持田　日向（桜 ヶ 丘小学校６年）　　中平　涼音（桜 ヶ 丘小学校６年）
　松田　　陽（希望ヶ丘小学校５年）　　梅本　愛菜（希望ヶ丘小学校５年）
　梅本　夢菜（希望ヶ丘小学校５年）　　志賀　紀香（希望ヶ丘小学校５年）

　３月 23 日（土）、町文化会館あらかしホールで、大和猿楽子
どもフェスティバル＆ちびっ子桧垣本座卒業発表会が開催さ
れました。
　このフェスティバルは県内外で能楽などの伝統芸能を学ん
でいる子ども達の交流事業として毎年行われています。この
日はちびっ子桧垣本座のほか、能、狂言、八雲琴、雅楽を稽
古する８団体が参加しました。
　ちびっ子桧垣本座は連吟「四

し か い な み

海波」、連調「老
お い ま つ

松」、居
い ば や し

囃子
「高

た か さ ご

砂」「西
せ い お う ぼ

王母」、素
す ば や し

囃子「渡り拍子」「神
か み ま い

舞」、舞
ま い ば や し

囃子「神舞」
「吉

よ し の て ん に ん

野天人」「猩
し ょ う じ ょ う

々」を披露しました。また、ちびっ子桧垣本
座ＯＧの和田芙美さんが一

い っ か ん

管「神
か ぐ ら

楽」を演じるなど、どの団
体も日ごろの練習成果を披露していました。
　今回の進行役は大淀町地域おこし協力隊の外狩大樹さんで
した。会場には大淀町生まれの組み立て知育ブロック LaQ で
制作した「能舞台」「平安のお花見」「いちごちゃん（お菓子工
場）」の展示、おおよど語り部の会による昔あそびコーナーが
設置されました。

第 17 回大和猿楽子どもフェスティバル ＆ 第 17 期ちびっ子桧垣本座卒業発表会
（大淀町能楽プログラム　宝くじの助成金で実施しています。）

発表会の様子
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５月９日（木）です。
［乳幼児］午前10時～午前11時
　　　　 身体計測や、保健師・栄養士に
             よる健康や育児についての相談
             を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
              尿検査・血圧測定・禁煙相談（要

予約）・保健師や栄養士による健
康についての相談を行います。

●子どもの健康診査・離乳食講座
　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ か 月 児 健 康 診 査
 ４月25日（木）・ 午後１時 H30.12. １～ H30.12.31生まれ
 ５月30日（木）・ 午後１時 H31. １. １～ H31. １.31生まれ

10 か 月 児 健 康 診 査
 ４月25日（木）・ 午後０時45分 H30. ６. １～ H30. ６.30生まれ
 ５月30日（木）・ 午後０時45分 H30. ７. １～ H30. ７.31生まれ

１ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査  ５月29日（水）・ 午後１時15分～午後２時 H29.10. １～ H29.11.30生まれ
３ 歳 ６ か 月 児 健 康 診 査  ４月24日（水）・ 午後１時15分～午後２時 H27. ９. １～ H27.10.31生まれ
モ グ モ グ 離 乳 食 講 座
( ７か月児  ２回食離乳食講座）  ５月９日（木）・ 午前９時 H30. ９. １～ H30. ９.30生まれ

※１　対象児にはお知らせを送付します。　　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　健康診査は受付順です。　　　　　　　※４　 ４か月児・10か月児健康診査では、離乳食講座の実施があります。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健セン
ターで交付しています。印鑑と妊婦のマイナンバーが
わかるものを持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●予防接種　※下記日程はすべて予約制です。必ず接種の３日前までに町保健センターへ予約してください。

予防接種名 実施日・受付時間
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

B C G

４月18日（木）
４月23日（火）
５月10日（金）

①午前10時～
　午前10時30分
②午後１時30分～
　午後２時

H30.10.29～ H30.11.30生まれ １歳未満の子

みずぼうそう H30. １.30～ H30. ２.25生まれ １歳から３歳未満の子

不活化ポリオ ３種混合を接種し、不活化ポリオ（生・不活化あ
わせて、計４回）を規定回数終了していない子

麻 し ん
風 し ん
混 合

１
期 H30. ３.29～ H30. ４.23生まれ １歳から２歳未満の子

２
期 H25. ４. ２～ H26. ４. １生まれ 就学前の年長児

日 本 脳 炎

１
期 H28. ３.29～ H28. ４.23生まれ ７歳６か月未満の子

２
期

◦小学５年生～13歳未満の子
◦ 高校２年生～20歳未満で、第２期の接種を受

けていない人

※１　今月通知対象児には予診票を送付します。　　※ ２　受付時間は予防接種の種類により異なります。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
　●転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等の連絡をお願いします。
　　〈連絡がない場合は、予防接種の案内ができない場合があります。〉

教　　室 実施日時・場所 内　　容 対　　象

マタニティクラス（無料）
妊娠中のことや、出産・育児について、
一緒に考えてみませんか？パパやご家
族の人もぜひ一緒に参加してください。

４月21日（日）
午前９時30分～
午後０時30分
町保健センター

◦妊娠中の栄養（講義）
◦赤ちゃんとの生活（講義）
◦赤ちゃんのお風呂の入れ方（体験）

◦ 妊娠５か月以上
の人

◦パパになる人
◦家族の人

●教室　町保健センターに電話で申し込んでください。（町ホームページでも申し込みできます。）
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風 し ん 抗 体 検 査・予 防 接 種 の 実 施 に つ い て40歳～56歳の
男性が対象

　今回の予防接種は、次の該当者に限ります。
◦今回の抗体検査の結果が陰性であった人
◦ 平成26年４月１日以降に風しん抗体検査

を受け、その結果が陰性であるとの記録
や証明書などがある人

　抗体検査と予防接種は、いずれも原則と
して無料です。

① 全国の医療機関等で抗体検査・予防接種
を実施

② 町国民健康保険の加入者を対象に、特定
健康診査を受ける機会に抗体検査を実施

③ 勤労者を対象に、勤務する事業所が実施
する健康診査等を受ける機会に抗体検査
を実施

④ 町独自に、町保健センター（町役場３階）
で抗体検査・予防接種を実施

　昭和37年４月２日から昭和54年４月１
　日までに生まれた（40歳～56歳）男性

《対象外となる人》
◦ 過去に風しん抗体検査を受け、その結果

が陽性であることが確実な人
◦ 風しんに確実にかかったことがある人
　（ 医療機関等の検査で風しんであるとの

確定診断を受けた人）

　昨年から全国的に風しんが流行しています。厚生労働省は、風しんの感染拡
大防止のため、過去に風しんの定期予防接種を受ける機会がなかった年代の男
性を対象に、風しんの抗体検査と定期予防接種を実施することとしました。
　町では、２月から風しん抗体検査・予防接種の集団方式（町保健センター）で
実施していますが、４月からは、次のとおり全国的（実施方法①～③）にも実施
されることとなりました。

◦ 昭和47年４月２日から昭和54年４月１日
までに生まれた（40歳～46歳）男性には、
４月初旬にクーポン券を送付します。

◦ 昭和37年４月２日から昭和47年４月１
日までに生まれた（47歳～56歳）男性で、
抗体検査・予防接種希望者には、クーポ
ン券を発行しますので、問い合わせてく
ださい。

※ 　抗体検査・予防接種を受けるには、クー
ポン券が必要です。

対 象 者 実施方法

クーポン券 予防接種

費　　用

● 成人の各種検診、健康相談、骨密度測定等について、詳しくは広報４月号折り込み『平成 31 年度の町保
健事業予定』を確認してください。     

　受付日時や場所をご確認のうえ、町保健センターまで電話などで申し込んでください。
　成人の検診の予約受付は４月８日（月）からです。

実施日 受付時間 備考

抗体検査

４月９日（火）
４月17日（水） 午前９時～午後４時

※ 　町保健センターに電話で申し込んでく
ださい。必ず、クーポン券を持参してく
ださい。（クーポン券がない人は、町保健
センターに連絡してください。）４月21日（日） 午後１時30分～午後４時30分

予防接種

４月８日（月）
４月18日（木）
４月23日（火）
５月10日（金）

①午前10時～午前11時
②午後１時30分～午後２時30分

※ 　予防接種は抗体検査の結果、陰性（免
疫がない）の人が対象となります。 
平成26年４月以降に抗体検査を受け、結
果記録を持っている人は、抗体検査を受
けずに予防接種を受けることができます。

● 40 歳～ 56 歳（昭和 37 年４月２日～昭和 54 年４月１日生まれ）の男性の風しん抗体検査・予防接種
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健 康 相 談

【乳幼児・育児の健康相談（無料・申込不要）】
内　容　◦身体測定（身長・体重・頭囲・胸囲）　　
　　　　◦保健師による健康・育児相談
　　　　◦管理栄養士による食事や育児相談
日　時　毎月第１木曜日　午前10時～午前11時
　　　　（祝日の場合は第２木曜日）
持ち物　母子健康手帳
場　所　町役場　３階保健センター

【満40歳以上の人の健康相談
　　　（無料・申込不要　※　禁煙相談は要予約)】
内　容　◦血圧測定・検尿
　　　　◦健康に関する相談　
　　　　◦禁煙相談
日　時　毎月第１木曜日　午後２時～午後４時
 　　　　（祝日の場合は第２木曜日） 　　　　
持ち物　健康手帳（お持ちの人）
場　所　町役場　３階保健センター

※　電話での相談も随時受け付けています。
　 町保健センター（健康増進課）
　☎0747-52-9403

保健センターだより

　今月の英語のレッスンは春のフレーズ
「a happy bunny」です。この直訳は「幸
せなうさぎ」ですが、「幸せな人」とい
う意味です。よく否定文に使われますが、
肯定文にも使えます。

Example（例）
◦ That's brilliant news. You must be 
　a very happy bunny!
　 それはすばらしいニュースだね。あな

たは、とてもうれしいに違いないわ！

 ◦  I'm a happy bunny today because 
I passed my English test.

　 今日はとてもうれしいよ。英語のテス
トに合格したんだから。

 ◦  Tom has lost his key.He is not a 
happy bunny!

　 トムは鍵をなくしたんだ。彼はひどく
落ち込んでいるわ。

今月のフレーズ
"a happy bunny"

幸せな人、ラッキーな人

Choua

Eng l i s h  L e s s on 01

問

Ter
esa

　町保健センターは、健康な町づくりをめざし
て、町民みなさんの健康づくり・病気の予防の
ためにさまざまな事業を行っています。

　

　町保健センターの
事業の一例です。
　検診や健康につい
て気軽に相談してく
ださい。

赤ちゃん健診
子どもの健診 予防接種

がん検診 健康教室・健康相談

健康づくりボランティア
の養成・サポート

地域おこし協力隊通信
NEW 連載！

　地域おこし協力隊は、地域社会の担い手と
して都市部から大淀町に移り住み、みなさん
と一緒にまちづくりに取り組んでいます。
　今月から町地域おこし協力隊員の活動を報
告していきます！

　第 1 回目ということで、まずは自己紹介を
します。僕は愛知県名古屋市出身の外

と が り だ い き

狩大樹
です。情報発信担当として、ツイッターやイ
ンスタグラムなどの SNS、ブログ、動画な
どで使って大淀町の PR をしています。協力
隊卒業後はゲストハウス（宿泊施設）をしたい
と考えており、現在、古民家に住んで開業準
備中です。よろしくお願いします！

情報発信担当

外狩 大樹
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●活動時間
　月・火・水曜日　午前10時～午前11時30分
●室内開放
　月・火・水曜日　活動終了後～午後２時
　木 ・金 曜 日　 午前10時～午後２時
●あそびの森開放
　月～金曜日　午前10時～午後２時
●場　　所
　地域子育て支援センター
●持 ち 物
　水筒・お手ふき
●育児相談
　 育児相談は随時受付をしています。
　希望者は、延明保育園に申し込んでください。
●問い合わせ先
◦延明保育園　☎0747-52-0388
◦地域子育て支援センター　☎0747-53-0377

　

　平成最後の年に大淀西部幼稚園・大淀東部幼稚園の
卒園式が行われました。小学校に行っても元気にがん
ばってね。ずっと応援しています。

きてみて！幼稚園
ゆめのたねいっぱい

４月のスケジュール
４月10日（水）は、発会式です。
センターの事業内容の説明や今年度の
クラス登録を行います。

●赤ちゃんクラス
　（３か月～１歳３か月のお子さんとその保護者）
　４月16日（火）　ワイワイたいむ「ママの自己紹介」
　　　23日（火）　ベビーマッサージ（要予約）
●ちびっこクラス
　（１歳３か月以上のお子さんとその保護者）
　４月15日（月）　ワイワイたいむ「ママの自己紹介」
　　　17日（水）　サーキットあそび
　　　24日（水）　こいのぼり制作
●２クラス合同
　４月22日（月）　親子ピクニック（明日香村甘樫の丘）
※　 詳細は、問い合わせてください。

　たくさんの人との関わりから豊かな心を
育み、明るくたくましい子どもの育成をし
ていきます。
●問い合わせ先
　☎ 0745-67-1766
　 seibu-you@town.oyodo.lg.jp

　幼児一人ひとりの可能性を大切にし、家
庭との連携を図りながら生きる力の基礎を
育成します。
●問い合わせ先
　☎ 0746-32-0264
　 toubu-you@town.oyodo.lg.jp

　活動の様子や案内を Facebook でお伝えし
ています。大淀町地域子育て支援センターで
検索してください。延明保育園のホームペー
ジからも、支援センターの毎月のおたよりを
ご覧いただけます。

子育てサークルちびっこランド
　大淀町地域子育て支援センターは、子育て中の保護者の心身のリフレッシュや相談業務などを行い、
育児をサポートしている施設です。
　遊び場の開放をはじめ、保護者同士が交流できるイベントや育児教室などを開催しています。

　町 立 大 淀 西 部 幼 稚 園

　今年度は、各幼稚園の活動の様子に
加えて、個性豊かな先生たちを５月号
から紹介していきます。
　５月号は、大淀西部幼稚園の園長先
生の紹介です。お楽しみに！

　町 立 大 淀 東 部 幼 稚 園
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　満開の桜の中、新生活が始まります。新たな出会いも多
くなり、これからの新しいことにわくわくする気持ちの中、
時々、ちょっと不安になったり寂しくなったりと知らず知
らずにストレスや疲れが溜

た ま

まってしまうかもしれません。
そんなときは気分転換に図書館にお越しください。

　須崎茜は俳句好きの女子高生。
友人トーコと「俳句甲子園」をめざ
し、俳句同好会設立を決意する。
少女たちの友情と成長がまばゆい、
青春小説。

「春や春」
 　　　　　    著／森谷 明子　光文社

　入学式が終わって、いよいよ明
日は初めての授業。文房具たちは、
みんなはりきっていますが、した
じきくんは元気がありません。不
安な気持ちを抱えるしたじきくん
に…。

「したじきくんとなかまたち」
　　　　　　　作／二宮 由紀　アリス館

図書館カレンダー　    April  2019
４月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 １ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日

●こどものためのおはなし会
　４月13日（土）　午後２時30分～
　４月21日（日）　午後３時～
●大人のための朗読会　響
　４月28日（日）　午後２時～
◦『くじけないで』
　著／柴田トヨ　飛鳥新社
◦『押入れ少年』
　著／森浩美　角川書店
◦『つつじのむすめ』
　著／松谷みよ子　あかね書房

おはなし会
ご案内 休館のお知らせ

●ゴールデンウィークの図書館休館について
　休館日　４月29日（月・祝）～５月８日（水）
　この期間中は図書館の利用はできません。
　ご迷惑をおかけしますが、みなさんのご理解・
ご協力をお願いします。
※ 　休館中の図書の返却は返却ポストをご利用

ください。

●図書館休館に伴う倍貸し
　倍貸し期間　４月15日（月）～４月28日（日）
　図書を１人10冊、４週間まで貸出します。

人権
コラム
Vol.113

町役場
人権施策推進室

　

あ
る
中
学
校
の
女
子
生
徒
が
夏
休
み
に
、
自
主
夜

間
中
学
校
へ
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た

と
き
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で
彼
女
は
一
人
の

高
齢
者（
Ａ
さ
ん
）に
出
会
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
幼
い

こ
ろ
、
経
済
的
理
由
等
に
よ
り
就
学
が
で
き
ず
、
小

中
学
校
に
は
ほ
と
ん
ど
登
校
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
事
情
か
ら
、
Ａ
さ
ん
は
彼
女
に
対
し
、
義
務
教

育
を
受
け
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
や
苦
労
話
を

打
ち
明
け
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
彼
女
に
対
し
、「
あ

な
た
の
よ
う
に
勉
強
が
で
き
る
の
が
羨
ま
し
い
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
彼
女
は
、
日
ご
ろ

学
校
で
出
さ
れ
る
宿
題
や
テ
ス
ト
を
嫌
々
取
り
組
ん

で
い
た
自
分
を
振
り
返
り
、
自
分
が
い
か
に
恵
ま
れ
、

甘
え
て
い
る
の
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
こ
の
と
き
、
こ
れ
か
ら
も
夜
間
中
学
の
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
、「
学
び
の
場
を

守
り
、
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
。」
と
学
ぶ
こ
と
の

意
味
を
夜
間
中
学
校
の
場
で
学
ん
だ
の
で
す
。

　

私
た
ち
も
共
に
学
び
、
共
に
支
え
あ
う
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
精
神
を
、
日
常
生
活
の
中
で

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
、
見
つ
め
直
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。 学

ぶ
こ
と
は

　
　
　
　

生
き
る
こ
と
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日時　　　場所　　　問い合わせ　　　申し込み問所日 申

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

を
行
い
受
け
取
り
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
人
で
、
町
役
場
開
庁
時
間

内
に
来
ら
れ
な
い
人
に
、
休
日
臨

時
交
付
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
は
受
け
取
り
希
望
日
直
前

の
金
曜
日
の
午
前
中
ま
で
に
、
町

役
場
人
権
住
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
予
約
が
な
い
日
は
窓
口

を
開
設
し
ま
せ
ん
。

４
月
の
開
設
日
時

　

４
月
14
日（
日
）・
27
日（
土
）

５
月
の
開
設
日
時

　

５
月
11
日（
土
）・
26
日（
日
）

※　

各
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

 

町
役
場 

人
権
住
民
課（
内
線
１
２
１
）

　

町
が
作
成
し
た
文
書
や
各
種
医

療
証
な
ど
で
、
２
０
１
９
年
５
月

１
日
以
後
の
元
号
表
記
が「
平
成
」

と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

法
律
上
の
効
果
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
改
元
以
後
も
有
効
な

も
の
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

　

 

町
役
場 

総
務
課（
内
線
２
０
２
）   

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設（
予
約
制
）

改
元
に
伴
う
文
書
等
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

問問

　

 

町
役
場　

３
階
３
０
１
会
議
室

 

参
加
費　

無
料

対
象
者

　

 

65
歳
以
上
の
本
町
在
住
の
人

※　

定
員
20
人
で
先
着
順
で
す
。

持
ち
物

　

 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
靴

※ 　

動
き
や
す
い
靴
で
来
て
く
だ

さ
い
。
サ
ン
ダ
ル
不
可
。

申
込
締
切　

　

 　

４
月
26
日（
金
）　

午
後
５
時

　
　

◦
町
役
場 

長
寿
介
護
課

　
　
　
（
内
線
１
３
４
）

　
　

◦
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
７
４
７-

52-

７
７
６
０

　

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）

と
は
災
害
時
、
避
難
所
に
避
難
し

て
き
た
人
々
や
、
発
生
す
る
問
題

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か

を
模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。
地

域
の
防
災
訓
練
等
に
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
希
望
者
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
の
貸
出

し
を
し
て
い
ま
す

問
所

 
 

 

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
す
ず
ら
ん

の
会
」で
は
、
毎
月
１
回
、
視
力
に

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
に
ま
ち
の
情

報
紙
・
広
報
お
お
よ
ど
の
音
訳
を
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
声
の

広
報
と
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

声
の
広
報
を
ご
希
望
の
人
の
ご

連
絡
、
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
人
の

ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　
（
内
線
３
２
５
）

　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
教
室
と
は
、

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
し
た
日
常
生
活
が
過

ご
せ
る
よ
う
に
、
体
操
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ
た
介

護
予
防
と
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
交

流
を
広
げ
る
場
で
す
。

　

町
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
ス
マ
イ

ル
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
み
ん
な

で
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

  

５
月
17
日（
金
）～
６
月
21
日（
金
）

の
毎
週
金
曜
日（
計
６
回
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※  

５
月
17
日（
金
）と
６
月
21
日（
金
）

は
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

声
の
広
報
を
届
け
ま
す

問日

貸
出
内
容

◦ 

セ
ッ
ト
単
位
で
貸
出
し
ま
す
。

◦ 

１
セ
ッ
ト
に
４
テ
ー
ブ
ル
分
が

入
っ
て
い
ま
す
。（
１
テ
ー
ブ
ル

に
読
み
手
を
合
わ
せ
て
５
～
８

人
程
度
が
目
安
で
す
。）

※ 　

ゲ
ー
ム
の
遊
び
方
や
詳
細
に

つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 　

貸
出
は
町
内
の
団
体
に
限
り

ま
す
。（
原
則
個
人
へ
の
貸
出
は

不
可
）

※ 　

ご
希
望
の
場
合
、
ゲ
ー
ム
の

説
明
お
よ
び
補
助
と
し
て
町
消

防
団
員
を
派
遣
し
ま
す
。

　

  

町
役
場 

安
全
対
策
推
進
室

　

 

（
内
線
２
０
６
）　

　

４
月
か
ら
防
災
や
防
犯
、
そ
の
他

行
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

配
信
す
る「
大
淀
町
モ
バ
イ
ル
メ
ー

ル
」の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

配
信
時
間

　

 

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分（
祝
日
、
年
末
年
始
は

除
く
）

※ 　

防
災
情
報
や
町
が
緊
急
か
つ

必
要
と
判
断
し
た
情
報
は
、
日

時
を
問
わ
ず
配
信
し
ま
す
。

登
録
方
法

【
携
帯
電
話
の
場
合
】

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
直
接
入
力
す
る

大
淀
町
モ
バ
イ
ル
メ
ー
ル

の
配
信
が
始
ま
り
ま
す

問

か
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ア

ク
セ
ス
→「
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
み

る
」を
ク
リ
ッ
ク
し
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 
 https//hw

.tow
n.

oyodo.nara.jp/m
obile/

m
obile/

◦
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

【
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
】

　

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 a
d

d
@

m
a

ilh
w

.to
w

n
.

oyodo.nara.jp

　

返
信
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
配
信

を
希
望
す
る
ジ
ャ
ン
ル
を
選
択
し
、

「
広
域
地
域
か
ら
選
ぶ
」→「
大
淀

町
」の
順
に
選
択
し
ま
す
。
最
後
に

登
録
内
容
を
確
認
し
、「
全
て
登
録
」

を
選
択
し
て
登
録
は
完
了
で
す
。

※ 　

登
録
は
無
料
で
す
が
、
パ
ケ
ッ

ト
代
や
通
信
料
等
は
利
用
者
の

ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

※ 　

メ
ー
ル
配
信
元
の
ド
メ
イ
ン

は「m
a

ilh
w

.to
w

n
.o

yo
d

o
.

n
a

ra
.jp

」で
す
。
迷
惑
メ
ー
ル

フ
ィ
ル
タ
の
設
定
を
さ
れ
て
い

る
人
は
、
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
設
定

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

  

町
役
場 

安
全
対
策
推
進
室

　
　

 

（
内
線
２
０
６
）

問

information

申

▲避難所 HUG キット

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
教
室
を

開
催
し
ま
す
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日時　　　場所　　　問い合わせ　　　申し込み問所日 申

　この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすい
季節です。また、ハイキング・山菜取り等で入
山者が多く、特に林野での火災が多発する季節
でもあります。
　このような林野での火災予防のため、次のこ
とに気をつけましょう。
◦ 枯草等のある火災の起こりやすい場所でのた

き火はやめましょう。         
◦タバコの投げ捨てはやめましょう。
◦ 子供たちの火遊びは、絶対にやめましょう。

　奈良県広域消防組合 大淀消防署
　☎0747-52-1199

林 野 火 災 の 防 止

【
高
齢
者
学
級
生
】

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
た
め
の

学
習
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

内　
　

容

　

 

交
通
安
全
講
座
、
人
権
学
習
講

座
、
健
康
促
進
学
習
講
座
、
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど

対　
　

象

　

本
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

申
込
方
法

　

電
話
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限  

４
月
19
日（
金
）　  

【
中
央
女
性
学
級
生
】

　

中
央
女
性
学
級
で
は
、
学
級
生

の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
学
級
・
中
央
女
性
学
級

平
成
31
年
度　

学
級
生
募
集

受
験
資
格

① 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

② 

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

◦ 

大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平
成

32（
２
０
２
０
）年
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

◦ 

人
事
院
が
前
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

申
込
締
切　

４
月
10
日（
水
）

 　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

試
験
日

　

第
１
次
試
験 

６
月
９
日（
日
）

　

第
２
次
試
験

　

７
月
11
日（
木
）～
19
日（
金
）

合
格
者
発
表
日

◦
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日　

　

７
月
２
日（
火
）　

午
前
９
時

◦
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
20
日（
火
）　

午
前
９
時

※ 　

詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◦
大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　

☎
０
６-

６
９
４
１-

５
３
３
１

　

◦
吉
野
税
務
署
総
務
課

　
　

☎
０
７
４
６-

32-

３
３
８
５
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試　
　

験

平
成
31
年
度

　

国
税
専
門
官
採
用
試
験

問

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
可
）

申
込
締
切　

５
月
10
日（
金
）

※  　

本
教
室
中
に
負
傷
等
が
生
じ

た
場
合
、
応
急
処
置
は
行
い
ま

す
が
、
そ
の
後
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

※ 　

体
調
等
に
は
充
分
ご
留
意
の

う
え
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
（
内
線
３
２
６
）

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　

０
７
４
７-

52-

５
５
０
７

問

募　
　

集

　

あ
ら
か
し
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
ク
ラ
ブ
と
は
、
舞
台
で
発
表
す

る
人
（々
芸
能
関
係
者
な
ど
）を
裏

か
ら
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

舞
台
の
プ
ロ
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
ス
テ
ー
ジ
を
華
や
か
に
演
出

す
る
な
ど
普
段
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
経
験
が
で
き
ま
す
。
興
味

を
持
っ
た
人
は
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

18
歳
以
上
の
人

※　

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

  

あ
ら
か
し
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
ク
ラ
ブ（
住
田
）

　

 

☎
０
７
４
７-

54-
２
１
１
０

　

 
asoc@

outlook.jp

　

幼
少
期
の
健
康
づ
く
り
と
ふ
れ

あ
い
を
目
的
に
、
ち
び
っ
こ
剣
道

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

  

５
月
25
日（
土
）・
６
月
８
日（
土
）・

６
月
22
日（
土
）・
７
月
13
日（
土
）・

７
月
27
日（
土
）　
（
全
５
回
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
15
分

　

 

町
立
平
畑
体
育
館

対
象
者

　

 

保
護
者
が
本
町
に
在
住･

在
勤
の

３
歳
～
６
歳（
小
学
生
は
除
く
）

募
集
人
数　

15
人
程
度

あ
ら
か
し
ス
テ
ー
ジ
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ち
び
っ
こ
剣
道
教
室

日所

内　
　

容

　

 

講
演
会
、
社
会
見
学
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
、
実
技
講
習
会
な
ど

開
催
期
間

　

 

６
月
～
平
成
32
年（
２
０
２
０
）３

月（
年
間
10
回
程
度
、平
日
に
開
催
）

対
象
者

　

本
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性

申
込
期
限　

５
月
８
日（
水
）

申
込
方
法　

　

 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
は
が
き
郵
送（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
可
）

　

〒
６
３
８-

８
５
０
１

　
　

大
淀
町
桧
垣
本
２
０
９
０

　
　

 

町
教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
　
（
内
線
３
２
５
）

　
　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

　
　

０
７
４
７-

52-

５
５
０
７

問

利用区分 町内在住 町外在住

定期券
１か月 4,930円 5,300円
６か月 26,740円 29,150円
１　年 49,370円 53,000円

一時利用 大人 850円／子ども 430円

各種利用料金のご案内

※ 　入会の際のオリエンテーションは要予約です。
開館時間　　
　（月・水～土曜日）午前10時～午後10時
　（日曜日・祝日）午前10時～午後５時
※　毎週火曜日・年末年始は休館
　 ☎0746-34-5501　 0746-34-5502

町健康づくりセンター
（ミズノウェルス大淀）

問

問

問
申
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相　談
●無料交通事故相談

●児童相談

町役場　　   　　　　　0747-52-5501
上下水道部　　   　　　0747-52-0137
教育委員会　   　　　　0747-52-1522
中央公民館　　   　　　0747-52-1524
保健センター　   　　　0747-52-9403
児童センター　   　　　0747-52-8319
桜ヶ丘総合センター   　0747-52-5402
旭ヶ丘総合センター   　0746-32-5189
杉本記念文化センター   　0746-32-2489
平畑体育館　　　　   　0747-52-6234
文化会館　　　　　   　0747-54-2110
図書館　　　　　　　   0747-54-2120
南奈良総合医療センター　0747-54-5000
南和広域美化センター　0747-52-3253
社会福祉協議会　   　　0747-52-1941
地域包括支援センター　0747-52-7760
大淀消防署　　　　   　0747-52-1199
吉野警察署　　　　　   0747-53-0110
道の駅吉野路大淀 i センター　0747-54-5361
健康づくりセンター　   0746-34-5501
シルバー人材センター　   0747-54-5522
高齢者ふれあい活動センター　0747-54-5533
パークゴルフ場　　　   0745-67-0543

電 話 案 内

●無料法律相談（要予約）

●住宅増改築相談

●人権相談

●教育相談（要予約）

●心配ごと合同相談

●消費生活相談

　　

　　午前９時～午後４時
　　（土曜、日曜、祝日を除く毎日）
　　大淀町役場
　　大淀町役場人権施策推進室
　　☎ 0747-52-5501

　　火～金曜日
　　午前 10 時～午後４時
　　大淀町役場適応指導教室
　　大淀町役場適応指導教室
　　☎ 0746-34-5016

　　毎月第２・第４水曜日
　　午後１時～午後３時
　　大淀町役場
　　大淀町社会福祉協議会
　　☎ 0747-52-1941

　　毎週木曜日
　　午後１時～午後４時
　　川上村役場
　　川上村役場住民福祉課
　　☎ 0746-52-0111

　　４月 16 日（火）
　　午後１時～午後４時
　　吉野町役場
　　吉野町役場町民課
　　☎ 0746-32-3081

　　５月 16 日（木）
　　午後１時～午後４時
　　下市町役場
　　下市町役場住民保険課
　　☎ 0747-52-0001

　　６月 14 日（金）
　　午後１時～午後４時
　　大淀町役場
　　大淀町役場人権住民課
　　☎ 0747-52-5501

　　４月 20 日（土）
　　午前９時～午後４時
　　大淀町中央公民館
　　県建築協同組合中吉野支部　
　　☎ 0747-52-9971

　　毎月第２火曜日
　　午前 10 時～午後３時
　　大淀町役場
　　県安全・安心まちづくり推進課
　　☎ 0742-27-8731

　　５月 17 日（金）
　　午前 10 時 30 分～午後４時
　　下市町保健センター
　　高田こども家庭相談センター
　　☎ 0747-22-6079

　 　 法テラス
　身近な法的トラブルについて
お気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な
相談機関を紹介します。
　　法テラス奈良
　　☎ 050-3383-5450
　　法テラス南和法律事務所
　　（下渕やすらぎビル内）
　　☎ 050-3383-0025

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

問
所

日

この期間、業務は休みとなります

町役場
町上下水道部

町保健センター
町社会福祉協議会

４月27日（土）～５月６日（月）
※ 　戸籍の届出（婚姻届や死亡届等）は、町役場

１階警備員室（庁舎西側）で受け付けます。
※ 　水道管の漏水など緊急の場合は、町上下

水道部へ連絡してください。

町高齢者ふれあい活動センター

４月28日（日）、29日（月）、５月１日（水）、
２日（木）、４日（土）、５日（日）
※ 　変更の可能性がありますので問い合わ 

せてください。

よどりバス・よどりタクシー ４月28日（日）、５月５日（日）

ゆうゆうバス
４月27日（土）～29日（月）は土日祝ダイヤで運行
４月30日（火）～５月２日（木）は平日ダイヤで運行
５月３日（金）～６日（月）は土日祝ダイヤで運行

町立図書館
町文化会館 ４月29日（月）～５月８日（水）

町中央公民館 ４月29日（月）、30日（火）、５月２日（木）、
４日（土）～７日（火）

町立杉本記念文化センター ４月29日（月）～５月７日（火）

町立児童センター ４月28日（日）～５月６日（月）

町立旭ヶ丘総合センター
町立桜ヶ丘総合センター ４月27日（土）～５月６日（月）

町立健康づくりセンター ４月30日（火）、５月７日（火）　

町パークゴルフ場 ４月30日（火）、５月７日（火）　

町平畑運動公園・町立体育館 ４月29日（月）、５月６日（月）

町営斎場 期間中も平常通り業務を行います。

南奈良総合医療センター ４月27日（土）～29日（月）、５月１日（水）、
５月３日（金）～６日（月）

ゴールデンウィーク期間中の業務のご案内

問
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広　告

広　告

広　告

　のうごき
平成26年₄月30日現在

●人　口	 18,996人（－ 1）
　　男	 9,109人（－ 1）
　　女	 9,887人（				0）
●世帯数	 7,466（+ 9）
				　（　）内は前月との比較
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・
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1
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1
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発
行

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．	わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．	わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．	わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．	わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．	わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

梨花 アラカシ

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場企画政策課まで。

（口越部）

両親からのコメント

みんなに好かれる心の優しい
子になりますよぅに☆

田
た な か

中　ゆ
ゆ ず

ず花
か

 ちゃん
（平成30年９月21日生まれ）

この広報紙は、再生紙を使用しています。

　のうごき
平成31年2月28日現在

●人　口	 17,671人（－23）
　　男	 8,450人（－11）
　　女	 9,221人（－12）
●世帯数	 7,405（－	9）
				　（　）内は前月との比較
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